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1) 緒 言
I 緒
特発性(本態性)血小板減少性紫斑病は 1738年
Werlhof IL:依り初めて独立の疾患として記載せら
れ，後~L: Frankω(1915) により斯く命名せられた
もので，叉 Denys(1887)，Hyem (1889)等によ
り栓球減少が本症に重要な所見である事が明かにせ
られたが，其の病因に関しては今日末だ知られてい
ない。近年に於いては本症をアレルギーと考える学
者もあり (Madison1948)(2)また精査により，感染 
等が発見せられ症候性紫斑病である事が判明する事 
も少くなく， Brown等 (1936)(3)は本態性なる術語
は将来判明すべき病因を否定するものとして適当で
ないと述べている。然し乍ら原因の全く不明な症例
も少くない。
1916年 Kaznelsonωは本症が往々牌腫を伴う点
より牌の栓球破壊機能充進と推定し之に尉牌を試み
て著効を得た。其の後欧米lζ於いては本症に広く刻
牌が行われる様になり， Whipple (1926)，Spence 
(1928)，Eliason (1932)，Brown，E1liott (1936) 
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VlI.主要文献
 
等lとより多数の易問事例が報ぜられ， Eliason(15)によ
れば其の有効率は 81%と言われる。何れの報告も
別牌Iとより急速な血液所見の改善を認めており，本 
症に牌が密接な関連を有する事は想像K難くない。
他方パンチ民症候群を呈する牌腫疾患に於ける牌
機能と血液所見との問題は古来論議の焦点であり，
最近米、国民於ては，Wiseman，Doan (194~)Cのの報
告に始まり，其の後 Kracke，Riser (1949)(7)等に
より家族性溶血寅痘パ特発性血小板減少症， Prim-
arysplenicneutropenia， splenicthrombopenia， 
splenicpanhepatopenia，再生不良性貧血及びホヂ
キン氏牌等は， Hypersplenism即ち血液成分破壊
を主とする牌機能の充進と考えられている。即ち単
なる白血球の減少から栓球，赤血球等全血液成分の
減少に到る迄種々の血液所見が HypersplenismK 
より招来せられるという見方である。本邦K於いて
は別の立場より武藤(18う友田〈193，清(20九氏等によ
り所謂パンチ民病患者体液及び牌臓中IL:牌性催貧血
性物質が証明せられており，同様な物質は家族性黄 
痘(小山 1950)(21九及び再生不良性貧血(李1940) 
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(22)にも認められている。教室の奥田.(23)は斯か，る観
点より暴にカラ・アザールK於いて催貧血性物質を
患者血清及び尿より証明し該物質の存在が牌腫と並
行する点より，其の特異な血液変化の牌性発現を推
定した。牌機能の本能K就いては之が余りに複雑に
して単純に理解し得ないとしても以上の諸業績より
して刻牌の対象となる之等の疾患患者K証明せられ
る催貧血性物質と米国学派の言う Hypersplenism
の存在との聞に並行的関係が予測せられる。 
著者は此等の関係を究明せんとして本研究を企て
Tこ。 
1. 特発1 :生血小板滅少性紫斑病と
騨機能との関係
1) 臨康的事頃
イ〉症例
症例工 52才，♀，遺伝的関係なし。 50才より
月経不JI頂， 1週間以上持続し経血多量となる。また
時折蹴血を訴えた。 23年 10月より時々食後日直吐あ
り，血液を混ず。覇痩，衰弱高度となり，胃癌の疑
の下~ë 24年 1月入院， 2月 1日開腹を行う。然る
に胃に異常なく李肋下の著明な牌腫及び肝表面の出 
血斑を認め手術を中止した。
内科転入時所見:著明な貧血を認め，独楽音，心
尖部収縮期性雑音を聴取，血液及骨髄所見は第 1--
3表の如し，胃液は無酸症，梅毒反応陰性，尿ウロ
ピリン体陽性，モイレングラハト値 10倍，赤血球抵
抗0.38--0.52%，血清蛋白量 8.06g/dl(3.32/4.74)， 
其の後四肢に紫斑出現相次ぎ，子宮出血著明。精神・
不安必態を呈し，時折意識消失j 失禁等，脳内小出
血と推定きれる発作を反覆したが著しい運動障碍
血，ビタミン C，K，P， )レチン，スメニン等の投
与を行ったが貧血，出血傾向の改善を見ず， 10月よ
り四肢躯幹の皮下出血斑出没し，牌を触知するに到
る。 11月より子宮出血が起り漸次出血量増加し 25
年 1月事情により退院する迄出血止まず，退院後某
婦人科医の下で子宮内膜掻腿術を受け其の偉出血死
をとげた。
症例nr.34才，♀，遺伝的関係なし。昭和 25年
4月より歯銀出血，四肢の皮下溢血斑が現れ， 8月
頃より経血増量し， 10月22日より持続的子宮出血 
を認める iと到り 12月4日入院す。
入院時所見:体温38.20C。著明な貧血。心尖部雑
音聴取，心左方拡大，肝2横指，牌半横指触知，足
背浮腫等を認む。血液及び骨髄所見は第 1--3衰の 
如し。ヘマトクリツト値 15%， p--J曲線軽度右
遷。モイレングラハト値7倍，血餅収縮力 35%前
後，血清蛋白量 6.0g/dl，血清高田反応陽性，毛細
血管抵抗陰圧法で強陽性，胃液は無酸症，尿ウロピ
リン体陽性，エピネフリン試験では白血球数は 40
分で 2800 より 4900~ë増加，赤血球数，血色素量に
は著変はなく，栓球数は注射前 9，500より 20分後
15，000となる。入院後歯離，鼻，皮下出血持続，子
宮出血は断続的で 4月より約 1ヵ月間貰症が現れ
た。其の後薬酸500mg，)レチン，輸血鉄剤ピタミ
ンC，P，K， メチオニン等の治療を行い， 18月現 
在出血時間及び貧血の或程度の好転を見ているが，
末だ充分でなく，症状の固定を待って別牌を行う予
定。
ロ〉 血液及び骨髄所見
第 1表に見る如く赤血球数は入院時何れも著明な
貧血を呈し，就中 IT，JI[例では 100万前後の高度
は胎さなかった。輸血，鉄弗]，'ビタミン C，K，P， の貧血を君子し血色素量も略平行しで減少していた。1
止血剤等の投与によっても症状の軽快を見ず， 6 
月事情により退院したが間もなく脳出血で死亡し
Tこ。
症例 IT，36才，♀，遺伝的関係を認めず。 
昭和 24年初めより全身倦怠，心惇充進，陸軍等
の貧血症状が現れ，頑固な歯銀出血及び下腿皮下溢
血斑を認めるに到り 1月30日入院す。
入院時所見:貧血，独楽音，心尖部雑音聴取，肝
僅かに触知，牌濁音拡大を認む。血液所見及骨髄所
見は第 1--3表の如し。胃液は減酸症，モイレング
ラハト値 4倍， 血清蛋白量 5.03g/dl (2.16/2.87)， 
赤血球抵抗 0.36--0.56%，高田反応陽性，梅毒反応
品陰性，尿ウロピリン体陽性。鉄剤，輸血，骨髄内輸
色素指数は 1例は低色素性， IT，JI[例は高色素性で
あったが，此の 2例は経過と共に指数の低下を見 
た。 p--J曲線は左右えの拡大はあるが峯は 7.-.，.8
μの聞に在った。塗抹標本K於いて各例共に不同
赤血球症，多染性，変形赤血球症を認め， IT，nr 
例では赤血球の増加傾向を示した時期には赤芽球
の出現が認められた。 また網赤血球は E 例で初め
著明な増多が見られた。栓球数は工例は 7.6万以
下， .IT，nr例は概ね 6万以下で，甚しい時は 1万以
下の低値を示し，塗抹標本では大小不同，就中大型
のもの多く，また血餅収縮力の著明な減退を見た。
出血時間は全例延長していたが，就中 E例では入
院時2時間半で，凝園時間も延長していた。毛細血 
~­v 
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第1表血 液 所 見 # 
E E三司君主i16J 狩 b肌|似!日 fxr124/ 話 124/I9/IV .115/VI[17/羽 114
赤血球数{万) 280 384 466 86! 145 72 100 230 316 279 
血色素量(%) 50 75 86 24 30 48 15 29 40 66 71 
0.89 0.98 0.91 1.77 1.0 1.47 1.07 1.6 0.87色素指数 1.251.03 
76800162910 68750 16700119560 1930 6890:59930栓 球 数 13950113760 
網赤血球数(弾。) 11.0 7.3 7.0 6.0 5.0 3.0 1140 17.0 29.0 2.0 
3000 3200 4250 3700 2000 1850 3900 4000 白血球数 ぷニ: 3200 1500 
38.0 38.0 40.0 23.0 24.0 26.0 33.0 30.0 66.5 58.0中 29.0 
百 好 酸 。 。55.5。8.5 10.0 2.0 2.0 1.0 3.0 2.0 2.5 3.0 
分 淋 巴 49.5 47.5 56.5 67.0 64.0 61.0 22.5 37.0 40.5 64.0741.01 73.0 
比 単 球 ，4.0 4.5 1.5 2.0 4.0 3.0 7.0 8.5 5.0 4.0 2.0 2.0 4.0 
11.0 40.0 14.0 7.0 155 75出血時間(分j 8.5 6.5 7.5 23.5 14 18 8.5 14 
10--17 8.5--13 7.5--15凝固時間(分) 16--31 
ルンペJレレ{デ +十 + -t十+ + 
第2表骨 髄 像 
第 3表巨核球数及同百分比 
工 E El古 9/VI 21/XII 開 [20/VI114 
2.4 1.6 4:6 0.4 0.6 
2.8 4.83.8 3.8多染赤 。。 。 5.2 。赤正染 0.2 
血
3.2 1.8 2.00.4 0.4 
球 29.2 30.6 44.6 29.8 32.2 
2.2 1.8 7.41.4 2.2系 正染 
0.4 2.0 0.81.4 0.4 
計 
分核 
41.640.0 45.654.8 39.6 
0.81.8 0.8 1.0 0.4骨髄芽 
4.68.6 6.41.8 2.8前骨 
好 6.8 7.2 8.4 6.6 8.6骨髄 
8.8 10.0 7.0 13.6後骨 6.8中
白
12.213.6 8.6 7.4 18.2性梓骨 
14.8 10.8 9.6 6.4多核 14.2 
52.6 45.8 35.4 40.4 51.6計血 。 0.40.4 0.2 0.8前骨 
好 0.4 0.2 0.4 0.4骨髄 1.0 
球 0.2 0.4 1.4 0.8後骨 0.8酸 。 0.2梓骨 0.6 0.2 '性 。 0.4 。0.2 0.6 0.2多核 
系 。。。。。好塩基 

単 核
 0.8 1.2 1.0 1.6 0.8 
2.4 8.4 4.0 7.0淋巴球 2.4 
プラスマ 0.4 0.6 0.2 1.4。 0.4 0.2 0.4 0.2 0.2網 内 系 
0.2 0.2巨 核 0.2 
影ケ 18 92 36 I 86 18核 500 
る胞 
核分巨球百比
Eλ司7t E 21/XII 開 [20/V:r[14/咽
末梢血栓球数 4250 1930 6060 12080 20720 
20 24 21 18 15 
骨一巨髄万核有K核対球す細数
巨核芽 4 8 21 10 12 
19 15 19 12 26前巨核 
33 22 18 7 9 
16 18 9 21 15 
移行型 
熟分葉 10 21 15 38 26 
18 16 18 12 12退行変性 
管抵抗測定としてのjレムペノレレーデは全例陽性，紫
斑計陰圧法(佐藤氏法〉を E 例に行ったが之も陽
性で明らかに抵抗減弱が証明された。
白蛋球数は 3例何れも減少していて全経過を通じ
於てKの聞に在り‘また其の百分比1500，._4250て 
は淋巴球の著明な増多(最高 74%)，好中球減少及
び軽度の好中球核左遷が認められた。
骨髄像に於いでは，一般に赤血球数民比し有核細
胞著しく多く，第2表に示す如く百分比に於いては
赤血球系細胞の増多 (39.6%以上〉があり多染性正
赤芽球が過半数を占めた。然し正染性赤芽球世びi乙
核濃縮等の成熟型も認められ，著しい造血障碍所見
とは解きれない。白血球系は百分比に於いて相対的
に柏、減少し，目就中淋巴球が最も減少している点は未
梢血淋巴球増多と対比して興味ある所見である。頼
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場粒球の成熟過程は然し乍ら一応観察せられ，頼粒球
生成不良の所見と考え難い巨核球は第3表記示す様
に総数は精増加していて有核細胞 1万民対し 15--
24である。内訳に於いては幼若なるものが多く，精 
成熟したものでも原形質の濃染，核境界不鮮明のも
のが多く， m例 14/珊のもので特K著明であった。
成熟型は概して少く，原形質内好アズ~)レ頼粒の出
現は稀で，また分野形成も不鮮明である。然し E
例 10/VIの骨髄では正常の成熟型が比較的多数認め
られ，栓球形成を明瞭に認め得る色の 100個中 6を
算えた。然し核頼粒の原形質内移行像を明らかに認
めたものなく，裸核のものも極めて少し.核濃縮，
膨化，原形質内空泡形成等の退行型が可成り見られ 
7こ。
ハ)治療
従来行われている療法である反覆輸血，.鉄剤，ビ
タミン C，K，P，止血剤等の投与はー応全例に行
った。 1例では赤血球数K対して稀効果を示した
が，栓球数及び出血傾向に見るべき影響を与え得な
かったo 
E例では以上の治療の他ホ Jレモン療法を行った
が効果を得ず，輸血は失血を補うに留った。然し乍 
らルチンの投与がJレンペルレーデ現象を明らかに減
弱せしめた事は，血管抵抗減弱を改善する補助療法
として，一応試みらるべきものと考える。JI[例では
薬酸，ビタミン B12を比較的早期K用いて高色素性
貧血が正色素性となり最高 316万迄貧血が恢復した
事は注目すべきであるが完全な貧血改善は斎らされ
ず，其の他の血液所見にはきしたる好影響は認めら 
れなかった。即ち姑見的療法はどの例にも殆んど無
効ちあったので，刻牌の機会を調むべきであった
が， 1， II例は其の機会を得ず不幸の転帰をとっ
7こ。 
2) 実験的事項
A) 緒 言 
症例の臨床所見と所謂 Hypersplenismと牌臓毒
との予測せられる相関K就いては臨床的事項に於い 
て述べたが，友田(1円安川(28)氏によるとパンチ氏
病の牌及び血清中K証明せられる催貧血性物質は水
溶性で酒精，エーテルに不溶，尿に排世せられると
云われ，古森〈29〉，伊藤〈29}，氏によればその尿中催貧
血性物質はメタノーJレで沈澱すると云う清て20)氏も
牌中催貧血性因子は水溶性耐熱性であると述べてお 
り，増田〈如氏は実験的K一定物質で牌を濯流する 
事により牌が栓球減少性物質を産生する事を証明し 
た。然、し乍ら是等の業績に不拘，特発性血小板減少
症の牌乃至体液K就いて斯かる毒素証明の試みは少
い〈81〉，著者は本症の血液所見が所調 Hypersple-
nismrcよって斉されると理解する事により， 同時
にパンチ氏症候群の場合と同様牌臓毒乃至その類似
物質がその病因花関与するに非ざるやと推定し，以
下患者血清及尿K就いて斯かる作用物質を検出せん
として次の実験を企図した。
B) 実験方法
患者血清，尿或いは尿エキスを家兎Jと皮下注射
し，注射前及び後逐時間的に耳静脈より採血，赤血
球数 (Rと略)，血色素量 (Hb)，白血球数 (W)，
栓球数 (T)及び網赤血球数等を測定した。栓球数
は直接法lとより，稀釈液は Rees& Fcker氏液を
用いた。 
C) 実験成績

イ) 血清による実験
 
1) 対照実験，♂家兎K注射等の操作を加えざる場
合の逐時的血液変化を 5例，及び健康人血清を家兎
~L毎 kg 2cc注射した場合の血液変化を 4例記就い 
て夫々検したが，各血液成分の変動は比較的少し
Rは最も減少した場合で初の値の 10.8%，他はそれ
以内の減少K留まり， Hbは4%以内，色素指数民
著変なく，網赤血球数民も著変はない。 Tは梢動揺
があり，最高 20.4%の減少を示した場合があるが，
之は測定誤差及び生理的動揺(戸井(32つによるもの
であろう。 W は動揺が大きし増加する場合が多
く，百分比に於ては偽好酸球の増加が見られた。
2) 患者血清による実験。 I例の血清による実験
では第 1表 No.17の如く，血清注射後 1時間目よ
り R，Hb.の減少傾向を示し， 3時間自には R212 
万 (32.4%)， Hb 10% (11.6%)の減少を示した。 
R減少時に色素指数は梢上昇したが， Rは24時間 
で略注射前値に復した。 Tは2時間目より減少し， 
4時間自民最高 16.4万 (35.2%)の減少を示し， 6 
時間目で略快復した。
E例の血清K就いての実験 No. 56 ~L於いても，
注射後3時間自民 R250万 (22.6%)の最高減少値
を示し， Hbも8%(9.5%)減少した。 Tは2時間
自に 8.4万 (38.2%) の減少を示したが， その他の
時聞に於ける T減少はさ程著明でない。同じく E
例の血清を用いた実験 No. 67では 3時間自に R
149万 (22.3%)，Hb 7% (7.9%)の減少を示し，
Tは最高 33.4万 (54.4%)の著減を示した。
E例の場合も実験は No.79の成績の如<， 5時
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第 1表 患者血清注射による血液変化
家兎 採 血 赤血球数 血色素量 色素 網赤血状球 栓 球 数(実験〉
|百分室 (%) I増百分減率 (勢)I書分霊
白血球数
番号 時 間 指数 (封。〉
注射前 654 86 0.66 19 46.2 11250 
1時間後 555 -15.5 82 -4.6 0.74 21 51.6 +11.7 9000 
2 H 565 -13.6 79 一8.2 0.69 18 32.0 -28.8 9550No. 17 3 H 442 -32.6 76 -11.6 0.86 17 34.6 -25.1 10150 
合 4 1 567 -13.3 I 80 -6.9 0.71 20 29.8 -35.2 15800 
2000g 6 1 540 -17.4 83 -3.5 o:n 18 48.6 +4.8 19500 
8 1 620 -5.2 78 -9.3 0.61 16 38.4 '-16.9 7800 
24 。 653 -0.5 79 -10.4 0.61 21 36.2 -21.7 6200 
注射前 661 84 0.64 ，26 27.0 5500 
1時間後 652 -1.3 82 -2.4 -0.63 29 29.2 +8.2 8800 
No.56 2 H 581 -12.1 80 -4.8 0.69 24 18.6 ー38.2 14900 
3 H 511 -22.6 76 -9.5 0.74 26 23.4 -13.6 8600 
合 4 1 589 -10.6 76 -9'.5 0.65 27 26.2 -4.0 11500 
1900g 6 1 631 -4.5 82 -2.4 0.65 30 24.6 -9.3 7800 
24 H 646 -2.3 83 -1.2 0.64 27 27.8 +2.7 5200 
注射前 668 89 0.67 16 86.2 5650 
1時間後 681 十1.9 90 +1.1 0.66 18 72.8 -15，5 6800 
No.67 2 1 623 -6.7 88 -1.1 0.71 14 71.4 -16.8 8400 
3 グ 519 -22.3 82 -7.9 0.79 17 39.4 -54.4 7550 
合 4 1 595 -10.9 84 -5.6 0.71 13 49.2 -40.7 7300 
2150g 6 H 561 -15.8 86 -3.4 0.76 15 62.2 -27.7 6700 
24 H 689 +3.1 90 -1.1 0.65 14 75.2 -12.7 7000 
注射前 669 88 0.65 67.8 16300 
1時間後 705 十5.3 89 +1.1 0.63 51.6 -25.4 8200 
2 1 632 -5.4 87 -2.1 0.69 57.2 -15.6 10100 
3 1 659 -1:5 86 -2.3 0.66 59.8 -11.8 15100 
No.76 4 1 466 -25.8 84 -4.5 0.85 47.6 -30.0 22000 
♀ 5 1 405 -39.4 81 -8.0 1.00 30.6 -54.8 20100 
7 1 526 -21.3 83 -5.7 0.80 56.4 -16.8 18600
1900g 9 H 451 -32.5 85 -3.4 0.93 45.2 -33.7 15200 
24 1 488 -27.0 83 -5.7 0.86 41.4 -38.9 12100 
48 1 638 -4.0 84 -4.5 0.61 67.4 -1.0 17600 
問自民 R264万 (39.4%)， Hb 7% (8%)の減少 見られず， Tは最高 20.5%の減少を示したが動揺
を示し， Tも同時間fr37.2万 (54.8%)減少した。 があり，有意の減少傾向とは云い難い。
本実験では R快復迄fr48時間を要した。以上4実 (b) エーテル抽出の残りの血清を乾燥， 食塩水
験を通じて網赤血球数には特民意義ある変化を認め で溶解糖過したもので、実験を行った。
なかったが， Wはその変動が大であった。 注射後 3時間自に Rは98万 (17.9%)の減少を示 
3) 患者血清のエーテル，酒精，水各移行分によ し，明かに貧血の発現を認めた。 Tは4時間自に最
る実験 高 18.5万 (24.8%)に減少したが，その他の値に動 
(a) :m例の血清をエ{テJレで、抽出，蒸発残津の 揺があり明らかな減少傾向と解するのは困難であ
生理的食塩水乳剤(原血清量とする〉を毎 kg2cc る。
注射して同様に検したが， R，Hb frは減少傾向が (c) 血清に純酒精を加え，振壷漏過し漏液を低
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温乾燥させ再び酒精で抽出，その蒸発残津を生理的 Hbも11%(8.4%)の減少を示したが Tは減少傾
食塩水で‘原血清量'として同様K検したが， R，Hb 向を示さなかった。また尿エキスを連続 6回注射し
に殆んど変化を見ず， Tは動揺し特定の傾向が判ぜ た場合の成績は第 2表の如し，即ち注射回数が重な
られない。 るにつれて漸次著明な貧血の発現を見たが， Tは減
以上の実験成績から考え血清中の催貧血性物質は 少しなかった。
水溶性にしてエ{テ Jレ，酒精に不溶性であると思わ 3) 対照実験，対照として健康人 2名について漏
れるが向被検材料が豊富に得られなかった為栓球減 過尿及び尿エキスを同操作によって作製実験した
少性物質と血清分劃との関係は明かにし得なかっ が， R及び TlC.特定の変化は認められなかった。 
小括並びに者按o D ?こ 
(4) 患者血清の保存血清栓部数に及ぼす影響。 臨床的事項として成人好に見られた特発性血小板
患者血清の栓球減少作用が試験管に於ても認めら 減少性紫斑病の 3例托就きその臨床的所見を述べ
れるか否かを検する.目的で，患者血清と対照健康人 た。血液所見では著明な貧血，白血球減少，淋巴球
血清を加えた保存人血中の栓球数の減少率を比較す 増多，栓球減少を呈し，牌の軽度の腫大，肝障碍，
ると前者の場合が破壊速度が梢大であった。然し乍 毛細血管抵抗減弱， 出血，凝固時間の延長を認め
ら此現象を以って家兎注射の場合の著明な栓球減少 た。骨髄に於いては赤芽球の増多，巨核球の増加， ‘ 
を説明する!事は困難である。 及びその成熟型の減少を認めたが，之等は未梢血液
ロ)尿rc.よる実験 所見を説明し得るに足る骨髄障碍所見と考えられな
わ 患者原尿による実験。シャンベランで漏過し L、。寧ろ所謂 Hyperoplenisrnによる Panhepatop-
た患者尿を家兎毎 kg3ccの割K皮下注射して検す enia状態と考えるべきであろう。治療としては従
ると， Rは最高 13.2%の減少を示したが， Tはー 来の姑息的療法が何れも無効であったので，斯かる
定の変化を示さなかった。 場合Iζは成るべく早期に刻牌の機会を得るべきであ
2) ，患者尿エキスによる実験。古森(33)氏の方法 ると考える。
に準じ， l/S濃縮尿Kメタノーノレを加え，沈溢を集 実験的事項として，本症 3例の血清及び尿民家兎
めてエーテルで、充分洗糠し乾燥したものの生理食塩 の赤血球を減少させる作用を認めたが，本作用物質
水溶液 (2%)を作製，家兎に毎 kg3ccの割K皮下 は水溶性で，酒精，エーテ JレK溶けずi友田氏の云
注射して検したが， Rは106万 (19.3%)の減少， う牌性中毒症毒素と類似の性質を呈した。本所見か
ら直ちKその異同は判じ得ないが，緒言lとも述べた
第2表連続尿尿エキス注射による変化 様Ir.，斯かる物質と牌との関係が推測せられる。ま
乙同時に家兎栓球を減少させる物質説f: 1注射と由関係|樹齢空宇 た症例の血清中tの存在する事も確かめたが，本物質と催貧血性物質
注 射 前12/租
1 、工回注射 (3日後〉 
14/V1IE回注射 (前〉 
16/ ' E回注射 (前〉 
17/ 
No. 821 18/V1I百四注射 (前) 
19/ 
V回注射 (前)20/1合 
22/ 
祖国注射 (前)19508123/ 

24/ 

25/ 

26/ 

28/ 

30/ 

646 84 85.8 とは同一物質陀非ぎる事は，本物質が尿エキス中K
406 79 89.6 行動を共にせざる点より明らかで、ある。また Trol-
559 83 102.8 andω等は暴K本症の牌抽出液中K Thrornbocy-
482 82 82.6 topenなる栓球減少物質の存在を報しており，著者
388 80 96.2 の証明した物質と本物質との異同は扱置き，栓球減
374 76 106.6 
317 73 79.8 
少の原因に就いても体液的因子が強く考慮きれなけ
453 74 56.6 ればならない。なお本症の病因が単一なものである
302 72 98.4 かに就いては疑義があるので∞是等少数の症例の実
409 75 90.2 験成績から総べての本症に同一物質が証明せられる
442 76 110.0 と考えるのは極めて危険であるが，最近米国に於い
382 78 104.6 尤も Harrington(10)，Stefanini<l1)等により本症に
481 76 96.2 栓球減少物質が報ぜられた事は注目lζ価する。まに
452 80 101.6 偶々著者の症例が何れも所謂 Splenicpancytopenia
493 82 104.8 の状態であった点を考え併せると，本態性血小板減
481 85 80.2 少症の中にはパンチ氏症候群と類似の機序lとより主 
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として牌より産生せられる体液性因子により栓球減
少が最も顕性に現われる場合があり，斯かる症例は
所謂 Hypersplenismなる範囲K属せしむべきもの
で，また刻牌の奏効する対象例であろうと推定され
る。然し乍ら唯牌の血液成分破壊機能充進と簡単に 
その発生機序を考える Hypersplenismの考え(6)(7)
方は諸現象を説明するに不充分であり，之に体液性
因子を含めて広義IC::，多種の牌臓機能が正常の状態
を逸して諸臓器に障碍的K働く場合を称した方が適
切であらう。また従来本態性血小板減少症の貧血
は，失血よる二次的貧血と考えられているが，症例
の中には栓球減少と軌を同じくする一次的な要園児
基く貧血も存在するのではなかろ!うかと考えられ
る。 
E.結論 
1) 本態性血小板減少性紫斑病の 3例iζ就いて臨
床的所見の概要を述べた。即ち特異な出血傾向を主
訴とし，他覚的に毛細血管抵抗減弱並びIC:Panhe・
matpeniaを所見とし，骨髄では巨核球成熟型の相
対的減少を認めた。
2) 所謂 Hypersplenism IC::該当する所見が見ら
れたが牌腫は季助下一横指以内の程度である。
3) 治療は薬物療法輸血は効果少く 2例が死亡し
Tこ。斯かる例K対し易問卑が考慮せらるべきである。
4) 患者血清及び尿lと催貧血性物質の存存を認、
め，また血清氏は同時K栓球減少作用を認めたが両
物質は同一でない。 
5) 本症に対する所調 Hypersplenismの概念に
は体液性因子も考慮せらるべきであり，また本症の
貧血が総べて失血性続発性と理解せらるべきかは検
討の余地があろう。 
m. 瞬静脈結繋を行った場合に於ける
碑機能
1)緒言
昨今，パンチ民病，その他の牌腫疾患並びにその
牌臓物質に関し種々の業績の発表が有り，それ等疾
患に於て牌臓並K血清中K，催貧血性物質が証明せ
られて居る。即ち従来牌性貧血を単に牌の赤血球処
理機能允進はよると考えられて来た事に対し，催貧
血性物質なる観点より，新なる解釈が試みられる
に妻IJつk。即ち友田氏等(19)の言う牌性中毒症，或
はWiseman. Doan (1942)(6)によって提唱された
Hypersplenismの概念が之であるが，著者もlIK
述べたる如く 3例の血小板減少症に於て患者血清中
及尿中K催貧血性物質を証明したが，実験的K家免
に牌腫大を起きしめ牌機能変調を来きしむる事によ
り，牌腫疾患と同様の血液変化を生ずる事を予測し
次の実験を企図した。
2) 実験方法
成熟家兎を用い，一定飼育条件の下K，1週間観
察し赤血球数民著しい変動のない事を確かめた上
で，無麻酔正中開腹を行い牌静脈を結梨，持続的静
脈怒脹並びに牌の腫大を確認し手術を終る。
術前並びに術後実験家兎に就き，赤血球数，血色
素量，白血球数，同百分率，網赤血球数，栓球数，
血清蛋白量を測定した。
術前の値は 2回測定した平均値をとった。

実験数は 13例。
 
3) 実験成績
第 1例 (No.101 合〉
長期間観察した。
赤血球数術後著明K減少す。 2週後試験開腹せ 
るに牌は結数時K比し精増大していたが，繊維性癒
着並びに測行枝形成が著明で、あった。術後 126日目 
その側行枝の主なもの 2本を再び結室長す。此の場合
術後の貧血発現は初回結室長時程著明でない。 
血色素量略赤血球数と併行し減少す。 
体重術後減少す。 
網状赤血球数術後直ちに増加また減少するが全
経過を通じて変動大である。
白血球数著しい変化は認められない。
白血球百分率偽好酸球が最初多かったが後リン
パ球が増加する。
第 E例 (No.102 合〉
第 1例と略同様でa 術後赤血球数，血色素量は減
少する。
白血球数術後増加が認められた。
術後 10日目剖検，牌臓の組織学的検査を実施す。 
第E 例 (No.103 合)
赤血球数，血色素量本例に於ても術後減少を認
めたが，依復が比較的早期であった。
栓球数術直後増加，次で減少後再び増加す。
第百例 (No.104 ♀) 
赤血球数，血色素量本例に於ても明瞭な減少を
認めた。
術後9日目採血し分離せる血清を他の健康成熟家
兎に毎 kg2ml宛皮下注射を実施し，被注射家兎 
の血液変化を検べた。即ち注射前並びに注射後逐時
的に検血した。その結果は (CI図 No.131合〉
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の如く，即ち注射後 3--6時間自民赤血球数，血色
素量の明かな減少を認めた。弦iζ於て此等の現象が
単なる開腹手術のみに基づく変化なりや否やを調査
する目的にて，全く同ーの手術的操作を実施唯牌静
脈結裂のみを行はずに手術を終え，術後同様に観察
せるに〈対照工 No. 120合〉及びぐ対照 r No. 
121 ♀)IL見る如く，殆んど赤血球数，血色素量は
減少しない。また牌静脈が左胃網膜静脈より移行す
る為め此静脈結設に基づく影響も考えらるるので， 
左胃網膜静脈単独結裂を行った際の血液所見はく対
照lITNo. 122合)応示す如く，赤血球数，血色素
量は寧ろ増加した。
・対照 Eの術後 10日目，採血を実施，その血清を
健康家兎K毎 kg2m1皮下注射し，注射前及び後，
逐時検血したが (crr図 No.'132合)IC:示す如く
赤血球数，血色素量の減少を認めなかった。また念
の為め健康家兎血清を他の健兎に毎 kg2ml皮下注
射し，同様に検血せるも (ClIT図 No. 133合〉
に示す如く，赤血球数，血色素量の減少は認められ
なかった。之等の対照実験群の成績に比較し前記の
第百例の術後9日目の血清は明かに赤血球減少作
用が認められた。
斯かる現象が術後何日迄続くやを検する目的にて 
第 V例 (No. 105合〉では術後 61日自に採血し
その血清にて同様の実験を実施したが (CIV図 No.
134♀〉に示す如く赤血球減少は明瞭ではない。
更に之等の事実を確認の目的にて同様な実験を繰
返した。
第百例 (No. 106♀〕術後 2日目死亡剖検せる
に死因は急性胃拡張であった。牌の組織学的検査を
実施す。
第四例 (No.107♀〉術後24時間牌の組織学的
検査を行う目的にて剖検した。 
第四例 (No.108合〉貧血の快復は比較的早か
ったが，術後6日目の血清では (CV図 No. 135) 
IL示す如く赤血球減少作用を認めた。
第区例 (No.109合〉術後2日目本例の血清で'
も (CVI図 No.136合)に示す如く赤血球減少作
用を認めた。 2
第 X例 (No. 110合〉術後4日目採血，此の血
清にも (C羽図 No.137合)K示す如く同様の成
績を得た。
第 E 例 (No. 111合)の術後4日目の血清Kて
も (cvm図 No.138合〉に示す如く同様の成績を
得た。
第 E例 (No.，112合)本例も (CIX図 No.139 
♀〉に示す如く術後4日目の血清で赤血球減少作用
を認めた。
第XDl例 (No.113合〉術後3日目の血清を毎 kg
1.5ml健康成熟家兎に皮下注射を実施したが (C玄
図 No.140合)IL示す如く他の例程著明ではない
が赤血球減少作用を示した。また術後 13日目の血 
清では (CXl図〉に示す如く明瞭な赤血球減少作用
を認めなかった。
牌静脈結室長第工例 (No.101 合〉
術後
日数
7
11 
1
1
1
2
2
2
31 
9
3 
7 
9 
1 
3 
7 
月日
術123直1iE前後 
16/IV 
18 51 
120 
24 
2/V 
4 
122 
26 
30 
6 
10 
赤球血数
(万〉 
850 
903 
627 
724 
757 
637
653 
712 
788 
771 
751 
701 
672 
血素量色
(%) 
110 
110 
88 
92 
102 
、 95 
98 
93 
98 
97 
93 
90 
86 
白血
球数
9460 
体重
2700 
2500 
2680 
248
271
270
280
0 
0 
0 
0 
網血状球数赤
(弾。〉
20 
23 
32 
24 
19 
16 
28 
14 
12 
11 
32 
白血球百分、率
揮分葉4.544好5酸好2塩.0 リンパ 43.0
0単 3.0 
後単リ骨ン0パ1分.0葉55樟40010好好塩酸12.0 
そ の 他
A血/清G蛋71白/2量96.39 
ヘマトクリツト値46% 
ヘマトクリツト値36.5% 
目卑 の
大きさ
67x11 
77x14 
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術後
日数
月日 球赤数血
〈万) 
血素量色
(%) 
白血
球数
体重 網血状球赤数
(街。)
白血球百分率 そ の 他
牌 の
大きさ 
29 
31 
33 
36 
38 
41 
44 
47 
52 
57 
61 
65 
69 
75 
79 
85 
9
9
104 
111 
117 
125 
126 
128 
13
137 
145 
15
16
169 
17
18
19
21
22
24
24
271 
288 
295 
30
31
32
33
0 
6 
2 
2 
0 
6 
3 
2 
0 
5 
2 
9 
0 
5 
4 
0 
12 
14 
16 
19 
21 
24 
27 
30 
4/V1 
9 
13 
17 
21 
27 
1/Vl 
7 
26 
2/咽 
8 
16 
17 
19 
28 
6/IX 
30 
10/工 
27 
3/II 
12 
18 
23 
13 
21 
7/X 
14 
23 
10/XI 
25 
12/XIl 
19 
8 
23 
2/m 
8 
659 
649 
620 
675 
698 
650 
593 
600 
609 
652 
539 
650 
542 
556 
561 
605 
577 
552 
665 
533 
598 
645 
再結費量
590 
572 
606 
667 
648 
632 
614 
628 
597 
627 
599 
539 
512 
546 
552 
456 
544 
612 
543 
627 
638 
90 
82 
87 
90 
92 
90 
82 
88 
88 
95 
84 
96 
87 
87 
75 
80 
75 
78 
79 
72 
80 
82 
80 
81 
83 
85 
88 
86 
86 
90 
79 
75 
76 
74 
66 
68 
70 
66 
73 
75 
75 
77 
75 
9400 
12300 
12440 
6550 
9000 
6930 
10250 
8620 
7150 
9060 
9130 
9800 
5600 
7200 
10800 
5000 
2700 
2650 
2670 
2800 
276
2720 
272
2470 
275
2750 
2750 
2850 
273
2740 
285
2850 
2750 
2600 
2720 
2700 
265
2600 
263
2650 
275
300
2950 
295
2650 
2400 
2600 
2650 
290
280
270
280
2800 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
30 
21 
22 
15 
18 
16 
19 
18 
20 
23 
16 
13 
12 
29 
35 
26 
12 
9 
14 
14 
15 
16 
21 
19 
29 
17 
10 
13 
18 
24 
20 
13 
15 
11 
16 
19 
25 
19 
28 
41 
26 
樟分葉2.046好.0酸好2塩.0 リ
0単1.0 
樟分葉1.022好.0酸好1塩.0 リンパ 76.0 
0単 O 
樟分葉1.040好.0酸好3塩.0 リンパ 47.0
0単 2.0 
骨好リ塩髄ンパ1063樟030分‘O業好犠3LO10 
0単 1
分梓葉2.059好.0酸好O塩リOンパ 37.0単 2.0 
分梓葉1.026好.0酸好O塩リ1ンパ 71.0
.0単1.0 
梓分葉1.045好.0酸好1塩.00リンパ 52.0
単1.0 
分梓業3.049好.0酸好5塩.0 リンパ 43.0 
0単 O 
分梓葉1.052好.0酸好4塩.0 リンパ 43.0。単 O 
ノ
分梓葉1.039好.0酸好1塩.0 リンパ 57.0 
0単 2.0 
ンパ 49.0
(巣を作り始む) 
赤芽球 1 
血清蛋白量 6.23% 
A/G 955/4.5 
採血A/血清G蛋180a白.07量c/c163 .47 3 
赤同血症球(+多j染多性型性(十()+大j小不 
栓球数 
26558 
132810 
152950 
201830 
牌 7の5大x1き5さ 
454700 
460560 
447120 
244720 
332800 
牌着開8の腹晶.0大のり×みき17癒さ 
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牌静脈結繋第 E 例 (No.102 合〕・
術後
日数
月日 赤血球数
(万)
血素数色 白血 網血球状赤数
く%) 球数 (拓。)
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 
1
3
5
8
12 
19 
29 
36 
43 
57 
61 
74 
88 
92 
94 
162 
179 
l/IX 560 . 
 2 523 
! 4 508 
1 6 517 
1 9 540 
13 564 
20 605 
30 650 
7jX 625 
14 598 
28 552 
l/Xl 採10.0血cc 
14 444 
28 476 
12/XII 427 
14 採10.0血cc 
2/ll 587 
9/III 598 
84 5200 21 
10560 
9620 
76 3460 18 
75 22 
78 4100 32 
80 24 
82 3200 16 
80 40601- 27 
83 4500 21 
76 11 
74 6000 12 
73 18 
65 4400 27 
18 
15 
527200 
449790 
473760 
507000 
500000 
492020 
353280 
328560 
200690 
250
235
240
2450 
2500 
2600 
2700 
2800 
2900 
2800 
2750 
2500 
0 
0 
0 
1.064好.0酸好O塩リ0ンパ 33.0単 2.0 
樟分葉5.01好.0酸好1塩.0 リンパ 41.0 
51.0 tFF~ 0単 2.0 
樟分葉1.046好.0酸好2塩.0Oリ単ン2パ.049.0 
分樟葉2.037好.0酸好1塩.0Oリ単ンOパ 60.0 
樟分葉 
A血牌術清I直G6蛋4後8×6白71J量014 ×615194 
牌静脈結業第 E 例 (No.103 合〉
術後
日数 
血色素量
(%) 
白血
球数 
網血状球数赤
(%c) 
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 
1 
2 
4 
6 
7 
9 
10 
26/X 
26 
27 
28 
30 
l/Xl 
ー 2 
4 
5 
646 
手術
664 
579 
526 
415 
407 
456 
死亡
85 
78 
76 
73 
70 
74 
(官、拡襲)
5930 
10800 
14400 
12060 
9300 
18 
26 
25 
18 
15 
11 
426360 
376350 
227920 
3100 
2700 
2750 
2700 
2700 
2650 
樟分 O好51酸.0 4.0 リンパ 45.0
葉 好塩 0単 O
樺分葉2.055好.0酸好1塩.00リ単ンOパ 48.0 
血A牌l清由G蛋大8白1量1量9庄42明暗 
さ75x12 
牌静脈結書記第百例 (No.104 ♀〉
白血術後 赤球血数 血網球状数赤血素量色月日 栓球数 体重 白血球:百分率 そ の 他
(%) 球数日数 (形。〉(万〉 
牌の大きさ702500 梓分葉3.032好.0酸好O塩リ0ンパ 62.070 4950 69 2923208/Xl 481術前 単 3.0 x15 
504術直前 75x17‘ 
1 9 429 14350 6866 471900 2350 
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白血術後 網血球状数赤球赤血数 血素量色月日
(%) 球数日数 (弾。)(万〉 
栓球数 体重 白血球百分率
2 
3 
5 
7 
10 
12 
16 
27 
32 
39 
43 
10 
11 
13 
15 
18 
24 
29 
5/XIl 
10 
17 
21 
412 
443 
485 
531 
549 
521 
443 
515 
513 
573 
516 
76 
75 
68 
75 
70 
72 
53 
17800 39 
28 
14100 
19 
17600 12 
10500 7 
6400 14 
23 
14200 20 
106000 
126200 
232580 
203190 
217070 
314150 
431790 
296800 
2200 
2100 
2150 
2300 
2000 
2000 
2150 
2350 
2550 
牌静脈結繋第 V 例 (No.105 合〉
そ の 他
術後 赤球血数 白血 血網状球数赤血素量色月日 栓球数 そ の 他白血球百分率体重
日数 (%)球数 (弾。〉(万)
術前 19/X1l 721 90 
術直後 H 816 
1 20 788 91 
2 21 721 90 
3 22 623 85 
'4 23 641 85 
6 25 674 84 
7 26 502 72 
9 28 584 82 
56 13/IT 683 80 
66 23 679 83 
78 7/JJI 617 
5600 23 416970 2050 梓分葉3.01好.0酸好1塩.0 リンパ 44.0牌の大きさ8851.0 fif:l.1r0単1.0 x17 
89x18 
12300 1950 
9600 10 1900 
10800 1900 
1850 ， 
11300 1850 
18000 6 1950 
16200 14 1750 採血 10.0cc 
2050 
2100. 
2200 
牌静脈結重量第百例 (No.106 ♀〉
牌静脈結染第四例 (No.107 ♀〉
術後
日数
月日 赤球血数
(万) 
血素量色
(%) 
白血
球数
血網状球数赤
(告ら〉
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 9/工 631 94 6400 1950 牌の大きさ45xl0 
術直後 1 661 
1 10 546 90 1850 
2 11 500 85 1700 死 亡
術後
日数
月日 赤球血数
(万〉
血素量色
く%)
白血
球数
血網状球数赤
(銑〉
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他 4
術前 
術直後 
1 
12/工 
13 
749 
774 
694 
110 
98 
98 
10600 2100 牌の大きさ5 Ox10 
死 亡
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牌静脈結業第四例 (No.108 合〉
術後
日数
月日 赤球血数
(万〉 
血素量色
(%) 
白血
球数
血網球状数赤
(弾。)
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 
1 
2 
3 
4 
6 
7 
.17/工 
18 
19 
20 
21 
23 
24 
805 
676 
635 
734 
773 
760 
1採o.血cc 
98 
85 
80 
90 
94 
90 
5100 
10600 
4900 
8300 
5300 
3600 
6 
11 
5 
7 
4 
5 
97740 
153600 
2800 
2500 
2300 
2200 
2250 
2350 
牌よ静り脈末梢第一で分結繋枝 
牌静脈結翼民第区例 (No.109 合)
術後
日数
月日 赤球血数
(万〉 
血素量色
(%) 
白血
球数
血網状球数赤
(動〉
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 7/JI 686 75 7 2050 ! 
1 8 587 70 1800 
2 9 546 68 (死心穿刺亡) 3 1700 
1採o.血cc 
牌静脈結費量第玄例 (No.110 合〉
術後
日数
月日 赤球血数
(万〉 
血素量色
(%) 
白血
球数
血網球状数赤
(銑〉
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 9/l工 589 85 4100 10 2400 
1 10 562 72 9460 15 2200 
2 11 516 75 12060 17 2050 
3 12 531 76 10800 11 2050 
4 13 569 80 5960 7 2000 
牌静脈結室長第 E 仰r (No. 111 合)
術後
日数
月日 赤球血数
(万) 
血素色量
(%) 
白血
球数
網血状球数赤
〈弾。〉
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 
1 
2 
3 
4 
10/1工 
11 
12 
13 
14 
628 
722 
581 
563 
579 
1採o.血cc 
85 
92 
81 
80 
82 
10 
18 
16 
12 
9 
3100 
2950 
2850 
2700 
2600 
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牌静脈結繋第 E 例 (No.112 合)
術後
日数
月日 赤球血数
(万)
血素量色
く%)
白血
球数
網血状球赤数
(算。) 
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 
1 
2 
3 
4 
21 
27/1I 
28 
11m 
2 
3 
20 
751 
637 
579 
614 
594 
725 
90 
86 
84 
78 
80 
80 
13 
16 
、5 
14 
15 
16400 
2650 
2550 
2450 
2450 
2550 
2450 
樟分葉2.026好.0酸好2塩.O0 Iリンパ 68.0
単 2.0 
牌静脈結紫第 XI 例 (No.113 合)
術後
日数
月日 赤球血数
(万) 
血素量色
(%) 
白血 網血状球数赤
球数 (野0・〉 
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 7/m 763 I93 3 2600 ， 
1 8 708 87 5 2550 
2 9 644 81 4 2450 
3 10 662 88 2 2400 
12 19 688 2250 
対照 1 (試験開腹) (No. 120 合)
術後
日数
月日 赤球血数
(万)
血素量色
く%)
白血
球数 
血網状球数赤
(%0) 
栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
術前 12/XII 512 66 7200 16 332800 2450 
術直後 1 580 70 
1 13 520 67 12700 18 2400 
2 14 481 66 11650 20 2400 
3 15 560 70 10060 17 2450 
5 17 567 68 8680 19 2600 
7 19 546 68 2800 
9 21 599 71 9500 22 2550 
対照1I (試験開腹) (No. 121 ♀) 
術後
月日 赤球血数 血素量色
白血 網血状球数赤 栓球数 体重 白血球百分率 そ の 他
日数 (万〉 (%) 球数 (弾。〉 
術前 2/1I 542 82 7100 18 2300 
1 3 571 84 10150 16 2250 
2 4 536 83 12060 19 2200 
3 5 549 82 9600 17 2250 
4 6 565 84 6280 21 2300 
5 7 582 85 18 2350 
6 8 536 83 7260 19 2250 
8 10 591 85 6900 2300 
10 12 576 84 8060 22 2300 
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対照 JI (胃静脈結繋) (No. 122 合)
術後
日数
月日 赤球血数 血素量色
白血
(万) (%) 球数
体重 白血球百分率 そ の 他 
術前 
1 
2 
3 
5 
7 
10 
29/工 
30 
31 
l/ll 
3 
5 
8 
426 
510 
494 
524 
544 
571 
612 
68 
75 
75 
76 
75 
76 
78 
10800 
12600 
6800 
8520 
7680 
5920 
.2800 
2500 
250.0 
2750 
2850 
2950 
2900 
， 
i第百例の術後 9日自の血清を健康1
C工図 l家兎Iζ毎砥 2.0cc皮下注射せる場l 
l合の血液変化 j 
(No. 131 合〉
時 赤血球数 !血色素量
白血球数
間 万 |増減 %[増減
注射前 738 105 7700 
注射後 
1時間 706 -32 104 -1 7000 
2時間 760 +22 104 7900 
3時間 579 -159 88 -17 11800 
4時間 594 -144， 92 -13 20800 
6時間 665 -73 98 -7 8000 
8時間 686 ;_52 98 -7 9020 
24時間 789 +52 100 -5 13800 
(3の術後 10日目血清を健康家兎陀I 
ClI図 l毎砥 2.0cc皮下注射せる場合の血l
、液変化 l 
(No. 132 合〉
時 赤血球数 
間 %1増減
白血球数
注射前 621 76 
注射後 
1時間 638 +17 75 -1 
2時間 609 -12 75 -1 
3時間 615 -6 75 -1 
4時間 
6時間 
646 +25 
631 +10 
77 
76 
来 1。 
8時間 601 -20 74 -2 
24時間 655 +34 75 -1 
CJII図
時
間
(健康家兎血清を他の健康家兎に毎斑} 
¥2.0cc注射せる場合の血液変化 / 
(No. 133 合)
赤血球数 血色素量
，栓球数
%増減
621 76 

1時間後
 
注射前 
638 75' -1 

2時間後
 
+17 
75609 -12 -1 

3時間後
 75-6 -1 

4時間後
 
615 
/77646 +25 +1。76631 +106時間後 
-21 74 -26018時間後 
-1655 7524時間後 +34 
i牌静脈結紫第5例の術後 61日目のI 
ClV図 l血清を健康家兎に毎砥 2.0cc注射i 
1せる場合の血液変化 J 
(No.134 ♀〉
血色素量赤血球数時
栓球数
間 万 |増減 %1増減
289380102742注射前 
249040+5 103747 +11時間後 
324480十 90 105832 +32時間後 
396660859 +117 106 +43時間後 
-1 279580103741 +14時間後 
235200十 42 104 十 27846時間後 
268200-21 103721 +124時間後 
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I牌静脈結費量第 8例の術後 6日目の} i牌静脈結室長第 11例の術後 4日目の〕
Cv図 i血清を健康家兎lζ注射せる場合の! 、C咽図 l血清を健康家兎Iζ毎冠 2.0cc注射l 
1血液変化 
(No. 135 ♀) 
時 赤血球数 血色素量
間 万 |増減 %1増減
注射前 85 
1時間後 83 -2 
2時間後 576 -92 82 -3 
3時間後 561 -107 82 -3 
4時間後 584 -84 83 -2 
6時間後 578 -90 82 -3 
8時間後 704 +36 85 士O 
24時間後 641 一27 84 -1 
} 1せる場合の血液変化 J 
(No.138 合〉
白血球数
5600 
8060 
9280 
9080 
6520 
4960 
5320 
7210 
時 血色素量赤血球数
間 万 |増減 % |増減
645 85注射前 
5421時間後 -103 82 -3 
5872時間後 -68 83 -2 
5593時間後 -86 81 -4 
555 -904時間後 82 -3 
636 -96時間後 84 -1 
848時間後' 695 +50 -1 
634 -1124時間後 86 +1 
i牌静脈結紫第9例の術後2日自のI i牌静脈結紫第 12例の術後 4日目のI 
CVI図 i血清を健康家兎Iζ注射せる場合のl CIX図 l血清を健康家兎陀毎庇 2.0cc注射i
l血液変化 1 {せる場合の血液変化 j 
(No. 136 合) (No. 139 ♀〉
赤血球数 血色素量時
白血球数
間 %[増減
85694注射前 
84654 -40 -11時間後 
-27 82 -36652時間後 
-136 79 -65583時間後 
ー73 81 -46214時間後 
80514 +80 -56時間後 
81-98596 -48時間後 
86693 --124時間後 +1 
時 赤血球数 血色素量
間 万 |増減 % |増減
注射前 751 87 
1時間後 688 -63 85 -2 
2時間後 560 -191 82 -5 
3時間後 636 -115 81 -6 
4時間後 648 -103 82 -5 
6時間後 648 -103 83 -4 
8時間後 690 -61 83 -4 
24時間後 714 -7 85 -2 
cvn図 
i牌静脈結熟第 10例の術後 4日目の1 
l血清を健康家兎lと毎砥 2.0cc注射!
{せる場合の血液変化 f 
Cx図 
i牌静脈結費量家兎第 13例の術後3日目、 
lの血清を健康家兎lζ毎砥 1.5cc注射1 
1せる場合の血液変化 j 
(No. 137 合) (No. 140 合〉
時
間
赤血球数j
万 1増減 
血色素量
% 
注射前 
1時間後 
2時間後 
3時間後、 
4時間後 
6時間後 
8時間後 
24時間後 
679 
543 
675 
564 
611 
670 
632 
786 
-136 
一22 
-115 
-68 
-9 
-47 
+107 
80 
76 
77 
76 
78 
76 
79 
82 
-4 
-3 
-4 
一2 
-4 
-1 
+2 
時 赤血球数 血色素量'
間 万 % |増減
注射前 
1時間後 
2時間後 
3時間後 
4時間後 
6時間後 
8時間後 
24時間後 
801 
754 
742 
774 
724 
644 
752 
798 
-47 
-59 
-27 
一77 
-157 
':":'49 
一3 
80 
78 
81 
77 
79 
80 
80' 
78 
-2 
+1 
-3 
-1 
士 O 
士 O 
-2 
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間早静脈結猿家兎第 13例の術後 13日目} 
CXl図 |の血清を健康家兎に毎冠1.5cc注射せl 
1る場合の血液変化 l 
(No. 141 ♀〉
時 赤血球数 血色素量
間 % l増減
注射前 
1時間後 
2時間後 
3時間後 
4時間後 
6時間後 
8時間後 
24時間後 
785 
705 
827 
698 
756 
792 
799 
748 
-80 
+42 
-87 
-29 
+7 
+14 
ー37 
80 
78 
81 
77 
79 
80 
80 
78 
-2 
+1 
-.3 
-1 
:t0 
:t0 
-2 
4) 剖検醇組織学的所見
1) 対照工 (No.120合〉術後 10日目剖検，剖
検時体重2400g，牌重量0.8gm(牌正常重量は体重
xO.3%)，櫨胞，洞，著変なし。ヘモヂデリン沈着
(+)，網状織結締織， Pulpastrang，その他著変な
し。 
2) 第E例 (No.103合〉術後 10日目，剖検時 
体重， 2500g;稗重量3.4go i慮胞，大体正常，洞，
拡張せず。へモヂデリン沈着く軸)。網状織結締織，
肥厚増加。 PulpastrangoFibroseを認む。
3) 第百例 (No. 106♀〉術後2日目剖検，剖 
検時体重， 1700g，牌重量1.4gm，糖胞，梢不明
る作用は逐時消失する。対照として実施した試験開
腹，及び胃静脈結染群では貧血の出現なしまた該
家兎の血清には赤血球減少作用は認められない。
また長期間観察の 1例では持続的貧血を認めた。
剖検lとより検査した牌臓所見は，正常牌臓に比し牌
静脈結室長牌臓は， リンパ櫨胞の変化は少いが，術後
甲数を経るにつれて網状織繊維の肥厚増加，並びに 
Pul pastrangの Fibroseの傾向を示し，第 JI例の
術後 10日目の牌臓では著明な Fibroseを示した。
ヘモヂデリンの沈着も増加するが， Fibroseの割に
牌臓は縮少せず，寧重量が大となる傾向が有る。，
之氏反し洞は早期はは欝血により拡張するも逐時
正常に戻る。
即ち牌静脈を結殺し欝血を起こしめ牌機能変調を 
来きしめる事K依り，家兎l乙貧血を惹起し，また該 
家兎未柏、血より催貧血性物質を証明し得たが，本実
験により，牌性貧血は単なる牌臓の赤血球処理機能 
の充進りみに依るものでなく，血清中の催貧血性物
質の作用も加味きれなければならぬと考えられる。
6)結論 
1) 家兎の牌静脈を結熟するに，術後 2日---2週
間の間i乙貧血発現し，その貧血発現時期の該家兎血
清iとは他の家兎に対し赤血球減少作用を認めた。術
後 2週間以後の血清では斯かる作用逐時消失する。 
2) 対照としての試験開腹及び胃静脈結紫群では
貧血の出現なしまた斯かる家兎の血清には赤血球
際となる。 j開，処lとより拡張。ヘモヂデリン沈着・減少性作用は認めない。
(-1-十〉。網状織結締織。肥厚増加， Pulpastramg，結 
締織増加出血有り o 
4) 第四例 (No. 107♀〉術後 24時聞にて剖
検，剖検時体重， 2100g，牌重量， 1.7gm，櫨胞，
縮少。洞，拡張，血球充盈，ペモヂデリン沈着(十)， 
洞，著変なし， Pulpastrang， 結締織母細胞増加，
一部硝子様結締織増加す。 
5) 第医例 (No，109合〉術時2日目剖検，剖
検時体重， 1700gm，牌重量1.4gm，櫨胞，精線維
化，洞，軽度に拡張，ヘモヂデリン沈着(件)，網
状織結締織，精肥厚， Pulpastrang， 結締織梢増
加。
5) ./J、括及び者按
実験的K家兎の牌静脈結芸誌を行い，血液学的変化
を追及したが，家兎の牌静脈を結熟するに，術後 2
日 ~2週間の聞に貧血発現し，また術後 2-9 日目
の家兎血清には他の家兎iζ対し明かに赤血球減少作
用を認めた。然し乍ら術後2週以後の血清では斯か
言 
3) 長期間観察の 1例では持続的貧血を認めた。
4) 組織学的に牌臓は術後の経過に従って，欝血 
より漸次 FibroseIr.移行する所見が見られたが，
重量は減少せず寧大となる傾向を有した。
N. 牌を墨汁で填塞した場合の碑機能
1) 緒
墨汁填塞に依る貧血児就いては古来多くの業績の
発表が有札小宮，中村，村上(13) (14)氏等はその成立
機転とし網状織内皮細胞の機能不全に依る血色素及
鉄の新陳代謝機能障碍lζ起因すと云L_"'，また武藤，
高橋氏〈即は正常動物K於て，墨汁液反覆注射Ir.依 
り著明なる赤血球，網状赤血球数の減少を示し，墨
汁注射直後の牌静脈血中IL.，網状赤血球減少性物質
を認め，填塞性貧血の発生機転は，注射せられたる
墨汁の牌を刺激するととにより，その際貧血性特殊
物質を流血中K送り，本物質は甲状腺を介し骨髄lζ
作用，赤血球の新生，排出を抑制する事に起因すと
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なし，上野氏〈問墨汁填塞性貧血は，中枢神経与配
下に肝K於て産生せられと云って居るが，その後同
教室の小森，宮村氏〈仰は催貧血性物質は肝K大量，
牌に少量而も独立に各々産生されるものとなして居
る。山崎氏(47)は墨汁注射により正常動物の肝及び
牌は内臓神経を介し独自の能力を以て各々赤血球を
抑留，同時に骨髄K作用し赤血球を抑留せしむる，
催貧血性物質を産生するとし，同門の藤野氏(17)は
内臓神経牌臓枝切除iζ依り生ずる催貧血性物質と墨
汁注射時の催貧血性物質との作用機転は全く同一で、 
あり，牌臓枝切除iζ依る貧血は刻牌lζ依り依腹する
事を証明して居る。友田外科教室の滝，哲翁，増 
田吉利の諸氏(30)(34)(35)(38)は牌の種々濯流実験によ
り貧血作用には網内系が重要な意義を有する事を証 
明，また肝は摘牌後一定時日を経ざれば牌の如く貧 
血作用に関する機能を有せずと述べて居る。
著者は墨汁填塞性貧血の発生機転及び本貧血児於
ける，体液中の催貧血性物質確認の目的にて次の実
験を企図した。 
2) 実験方法
ィー) 墨汁液の製成法。生理的食塩水と墨汁を無
菌的lとガラス板上K混合，無菌的漏紙lとて櫨過して
製成す。
ロ〉 注射方法。上記の方法Kて作られた， 3.0%
液を一定条件下に飼育せられたる成熟家兎K体重毎 
kg 0.5 ml 1日1回及び 0.3ml1日2回静注した。
ハ) 検査事項。体重測定，血液検査(赤血球数，
血色素量，白血球数，網状赤血球数，血液像)血清
蛋白量(全蛋白量，アルブミン量，グロプリン量〉 
3) 実験成績 

第I例 (No.301合〉
 
3.0%墨汁生理的食塩水毎 kg0.5 ml， 1日1回，
285日の長期間注射を実施した。
1) 体重対照に比し著しい差は認めない。 
2) 血液検査所見
イ)赤血球数 3.0%墨汁生理的食塩水，毎 kg
0.5cc毎日静注開始後 20日目より有意の減少
(-148万 (-26%)を示し， 1年4ヵ月後lとは赤血
球数は 316万となりー51%強の減少を示した。
ロ〉血色素量赤血球数同様，注射開始後 20日
目より有意の減少 (-18%(ー 21.6%) を示し， 1 
年4カ月後民は 54%となりー34.9%の減少を示し 
Tこ。
ハ〉 白血球数有意の変化は認められなかった。
ニ〉 網状赤血球数，漸次増加の傾向を示し，最
高，注射開始後82日目 49弾。で，注射開始前の 8倍
墨汁填塞第工例 (3.0%墨汁液毎庇0.5cc 1日1回注射) (No. 301 合〉
へマト赤血 血色 血清蛋白量
クリツ 網赤球血数状白血球数 白血球百分率体重 栓球数 組「ルブミン球教 ト値素量 グロブリレ日回数 (%) (%)(万) (弾。〉 (%)比 
19J1V注射前 樟分葉2.077好.0酸好O塩リ0ンパ 15.0669 8330 83 33 6 5.9 87.5/.12.51700 単0 
1 
27 
20 
5747 79 34.56 11 1470 後リ骨ンパ1.027樟.04分.0葉好6酸5.0O好酸0 
単3.0681 82 104jV 14 1430186400 
10 6520 521 35 1520 
16 稗分葉1.022好.0酸好O塩リンパ 76.0940026 451 60 163049 0単1.0 
33 65544 22 1690 
30 
23 
40 525 67 35 1760 

6JVl 47 
 6400417 64 24 1810 
13 175054 598 1278 
6.12 98.2/1.8637 46120 1520 95550 
27 
76 
68 574 1870 1700 68800 

4/V1I 75 
 498 46 1750966380 
11 
67 
82 523 4965 1810184450 
18 89 613 69 19 1940102400 
25 96 525 69 1940966600 

2/咽
 104 556 67 17 2200 539330 

8 
 110 529 8200 67 30 2050 523710 
0
0 
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アグ
へマト月 赤血 血色 血清蛋白量注射
クト値リツ球網赤数白血球数 体重 栓球数 総量Iルブミン 白血球百分率
ロプリン球数お 素量
血状
日 回数 (万〉 (%) (%) (%0) (%)比 
16 118 539 5600 71 34 2100 980590 梓骨髄3.01.分0葉好酸27.O0好リン塩パ O単69.10.0 
22 124 578 68 22 2150 
30 132 518 (露。ま)68 2100 
12/IX 145 548 6700 70 35 2100 602800 樟分葉4.048好.0酸好1塩.0Oリ単ン3パ.044.0 
10 163 535 4000 68 18 2050567100 
14/玄 177 468 70 2250403080 髄骨パ髄61010.0分梓葉 5却00好好酸塩200後ワ骨ン 
28 191 575 72 12 2250684250 
16/XI 209 402 7 、2300121400 
20/工 275 392 8900 67 
2~/咽 494 316 '54 32 2300214880 
墨汁填塞第 E例 (3.0%墨汁液毎庖 0.3cc朝夕 1日2回注射) (No. 302，合〉
ヘマト 網状 血清蛋白量赤血 白血 血色月 注射
クリツ 栓球数体重球赤血数素量球数 総(自%量蛋〕||アルブ Eン 白血球百分率グロ 、リ
日 回数 (%) ト値球数 (弾。〉 比(万) 
8650 105 9823 1680 5.53 89/11注射前 
1~3/IV 
樗分葉3.065好.0酸好2塩.0 リンパ 65.078 1400557 62/V 9 O単 O 
493 7017 16 146010 
430 6850 67 156025 3218 
樟分赤葉芽5.040Z0酸 塩 O単 0球好O好1.0リンパ 54.0583 166032 71 3025 
506 73 1720391/V1 39 
560 7545 27 18507 
52 588 77 17601114 
6.23 95.5/4;53 145059 644 5250 8021 
66 546 70 1720 411160 2128 
樟分葉1.040好.0酸好1塩.0 リンパ 58.01920567 67 176/VH 74 0単 0 
432 60 1870 372160 228112 
639 13 1870 128410 768819 
4 1870 5907095 537 7526 
2140 70902022102 756063/四 
6400 2100 69920039109 7856610 
樗分葉4.041骨.0髄好1酸.0Oリンパ 52.02150 361760 532 7830 187611516 好塩 O単 O 
49 22001007460 7.50 81/1975122 57923 
35 2200 6777307255130 129 
20 2150 1328400 7151912/IX 142 
2100 446340 18519 8300 7316030 
樟分葉6.038好.0酸好1塩.0Oリンパ 53.0a25 2250 186540598 3260 7214/X 174 単 2.0 
2300 341000147355018828 
2300 301090857916/XI 206 
樟分葉1.038好.0酸好O塩リOンパ 59単1.2300197047520/工 272 プラスマ1. 
82542 71002/IT 285 
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値に達した。 cc皮下注射し，被注射家兎の血液検査を逐時，実施
ホ) 血清蛋白量及びアルブミン，グロプリン比， した。
総蛋白量に於ては有意、の差を認めず，アルブミン， 1) 赤血球数 注射後 1時間目より漸次減少 3時
グロプリン比K於て，精グロブリンの減少傾向を認 問自民於て， 99万 (12%)の減少を認めたが， 24時
めた。 、 間後旧値に略復した。
へ)栓球数変動甚しく有意の変化は認められ 2) 血色素量有意の変化を認めなかった。
なかったo • 3) 網状赤血球数有意の変化を認めなかった。
ト〉白血球百分率，次第にリンパ球の増加が自 の 白血球数注射後 2時間目より増加，. 6時間
立ち，注射開始後 166日目頃より，幼弱白血球の出 後旧値に復した。
現を認めた。 5) 栓球数注射後 1時間目より減少， 6時聞に、 
第 E例-'(No. 302合〉 て略ぼ注射前値K復した。
本例記於ては， 3.0%墨汁生理的食塩水を，毎kg
0.3cc，朝夕1日2回，健康成熟家兎に静注した。 第 E 例(気L例填塞 145日目の血清を毎庖) c注射せる場合の血液変化 / 
1)
認め
体重，対照例K比し，第 1例同様著しい差は
なかった。 
(No. 305 合)
2).血液検査所見 時 勝|概数閉|静|場|時
イ) 赤血球数，注射開始後9日目より，有意、の
697減少(ー266万(ー32%強)を示し，その俸赤血球 注射前 
6511時間後 
減少は持続す。
2時間後 655 
ロ〉 血色素量，赤血球数同様，注射開始後， 9 
3時間後 598 
日目よ.り有意の減少(ー 27%(ー 26%強))を示し， 4時間後 735 
その偉減少を持続す。 6時間後 650 
ハ〉 白血球数‘有意の変化は認められなかった。 24時間後 669 
ニ〉 網状赤血球数，増加の傾向が認められた。
87 7200 13 108600 
85 6800 16 43980 
86 12000 15 65300 
85 12400 12 66100 
88 9060 13 92430 
85 7460 17・ 91584. 
86 7860 
ホ〉 血清蛋白量及びアルブミン，グロプリン比， .4) 小指及び者按 
総蛋白量K於ては，有意の差を認めず， アルブミ 3.0%墨汁生理的食塩水を，健康成熟家兎に毎 kg
ン，グロプリン比K於て第工例同様稀ダロプリンの 0.5 c. 1日1回長期間静脈注射を実施し貧血の発現
減少，アルブミンの増加の傾向を認めた。 を見た。貧血は注射開始後 20日目より著明となり，
ヘ〉栓球数，第工例同様変動甚しく有意の変化 その億持続， 1年 4ヵ月後 Kは，赤血球数は 5l%
は認められなかった。 強の減少を示し，血色素量iζ於ても，¥34.9%の減少ー
ト〉 白血球百分率，僅かにリンパ球の増加傾向.を示した。
が認められた。第 I例に比し，注射実施期間が短か 3.0%墨汁生理的食塩水毎 kg0.3 cc，1日2回静
.った為か，幼弱白血球の出現は認めなかった。 脈注射を実施せる家兎K於ては，更に短時日，即ち
チ) 剖検所見 注射開始後 9日目より，赤血球数，血色素量の有意
世射開始後 290日，屠殺剖検 の減少を認めた。
体重 2300g 前者の墨汁注射開始後 145日目の家兎血清K催赤
牌，重量 2.4g 黒色 血球減少性作用，及び催栓球減少性作用を認めた。
肝，重量80.0g 黒色 第 E 例ー 即ち， 3.0% 墨汁生理的食塩水~，毎 kg 
腎，重量8.0g 0.3 cc，1日2回静注せる家兎を注射開始後， 290日
胃揚の膨大あり，リンパ腺は認め得ない。 目屠殺剖検せるに，牌の重量は 2.4g(正常体重× 
骨髄黒褐色泥状 0.3%)にて明かな腫大を認めた。
第 E例 (No.305合〉 緒言lとも述べたる如く，墨汁損塞性貧血の発生機
第工例 (No. 301) の墨汁注射開始後， 145日自 転K関しては，古来幾多の業績の発表が有札亦本
に，当該家兎より， 10cc採血，血清分離し，成熟 貧血児於て催貧血性物質の存在が唱へられて居った
健康家兎 (No.305合，体重 2300g)に毎 kg2.0 が，著者は本貧血の発生機転及催貧血性物質の確認
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の目的Kて上記実験を実施したが，少数の実験にて
決定づける事は危険では有るが，本貧血は牌機能変
調tζ増づく牌性貧血托して，牌に於て産生される催
貧血性物質も此の貧血児参与ょするものと考えらる
のではないだらうか。 
V. 総括及び者按 
1) 所謂 Hypersplenism ~L属する， Panhema・ 
topeniaの状態を呈せる， 3例の血小板減少性紫斑
病の臨床について述べ，また実験的iζ3例の試患者
血清及び尿IL，家兎Iζ赤血球を減少させる作用を認
めたが，本作用物質は水溶性で，酒精，エーテ Jレに
溶けず，友田氏(9)の云う牌性中毒素と類似の性質
を呈した。また該症例の血清中に同時民家兎栓球を
減少させる物質の存在するを確認したが，両物質は
同一物質ではない。巳斯かる物質と牌との関係が推測
される。 
2) 実験的K家兎牌静脈を結繋し，牌腫を起きし
め，牌機能変調を来さしめた場合の血液変化を追述
したが，家兎の牌静脈を結熱するに，術後 2--14 
日聞に該家兎に貧血発生し，術後 2---9日目の被手
術家兎血清には他の家兎に対し明かに赤血球減少性
{乍用を認めた。 
3) 3%墨汁生理的食塩水を家兎に静注し填塞を
填塞を実施し，夫々該家兎K貧血の発生，及び夫々
の家兎血清lζ他の家兎K対する催貧血性作用を証明
し?こ。 
3) 3者の貧血児は関連が考えられ， .3者共通の
問題は所謂 Hypersplenismの範曙に属し， Hype-
rsplenismILは牌の血球成分破壊機能充進のみで
なく，牌より産生きれ体液中K存在する催貧血性物
質も考えられねばならぬ。
本論文の要旨は昭和 27年第 14回日本血液学
会総会K発表したo.
摘筆するに当り終始御懇篤なる御指導並に御
校関を賜りました恩師三輪清三教授に深謝し，
併せて種々御指導並K御協力を載いた角田助教
授，奥田邦雄博士及び国立千葉病院内科の方々
に感謝いたします。 
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